
令和5年度

科目

a b c d

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:思考・判断　c:運動の技能　d:知識・理解
※　年間指導計画（例）作成上の留意点

　 重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

○

a:スケート実習の学習に主体的に取
り組もうとしている。
b:課題解決の過程を踏まえ、取り組
んできた成果を検証し課題を見直し
ている。

c:スケート場などで目的に応じた用
具を用いて、スケートリンクを滑走
することを通してスケート活動に親
しむ力がついている。スケート活動
において、ターン、停止、スピンな
どの技能が身についている。

d：スケートの歴史、技術的専門用
語、安全面での配慮事項等の知識を
理解している。

３
学
期

ス
ポ
ー

ツ
Ⅴ

スケート実習 ○ ○ ○

２
学
期

○

a:１年生への指導を含め、キヤンプ
実習の学習に主体的に取り組もうと
している
b:１年生への指導を含め、課題解決
の過程を踏まえ、取り組んできた成
果を検証し課題を見直している。

c:１年生への指導を含め、キャンプ
実習におけるさまざまな課題におい
て、その技能の習熟ができている。

d:１年生への指導を含め、野外炊
飯・集団行動・サーキットトーレー
ニング・校歌等に対する知識の習
得。また実践方法を理解している。

○
１
学
期

ス
ポ
ー

ツ
Ⅴ

キャンプ実習
（野外炊飯）
（集団行動）

（サーキットトレーニン
グ）
（校歌）

○ ○

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、そ
れぞれの観点を適切に配分し、評価します。

４　学習の活動

学 期 単元名 学習内容
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法

観点の趣旨

実習活動に主体的に取
り組むとともに、互い
の技術の上達に向けて
助け合い高めあおうと
している

課題の設定や情報の分
析及び適切な選択、活
動の評価、目標の修正
や練習計画の組み立て
などをしている

自己の能力に応じて活
動を学び個人や集団の
能力を最大限に発揮し
実習活動や競技に必要
な技能の習得ができ
る。

活動の名称や用語、技
術とその高め方、体力
の高め方、活動プログ
ラムの企画・運営の仕
方などを理解している

評価方法
受講態度の観察

レポート

受講態度の観察
レポート
テスト

技能観察
テスト

受講態度の観察
レポート

２　学習の到達目標

日常生活の場から離れた環境の中、各実習における運動の専門的な理解と高度な技術の習得を目指した主体的、合理
的、計画的な実践を通して、自己の課題を解決できるようにするとともにするとともに、生涯を通してスポーツの振興
発展にかかわることができる資質や能力を育てる。

３　学習評価(評価規準と評価方法)

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解

日常生活の場から離れた環境の中で、その環境に配慮した組織的な集団活動を行う。活動の中で起こる障害や困難に対
して相互に協力して対処しながら、知識や技術を習得したり、競技を行ったりする。
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１　担当者からのメッセージ（学習方法等）


